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１ 病院事業報告 

 

令和５年３月の理学療法士の採用により，これまでよりも診療報酬が高い地域包括ケア病床の施設基

準を満たせましたので，７月から地域包括ケア入院医療管理料２を算定できるようになりました。 

また，入院患者数の増加も加わり，入院収益を大きく押し上げたことから，令和５年度は黒字となり

ました。 

働き方改革の推進や更なる収益の向上には，人員の充実が必須であるため，人員の確保に取り組み，

住民の健康保持増進に寄与するため，地域医療を維持してまいります。 

 

２ 業務量 

 

 令和５年度における病院利用者(患者)の延人数と１日平均人数は次のとおりです。 

 

 (1) 延人数          ［単位：人，％］  (2) １日平均人数      ［単位：人，％］

 
 

 

 

３ 施設整備の一部 

  

 (1) エアコン                   (2) 薬用冷蔵ショーケース  

                

                         

部品が生産終了となり保守ができなくな

ったため更新したもの。 
温度設定に支障が出始めたため更新した

もの。 
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４ 決算概要 

  

令和５年度の決算概要は次のとおりです。 

 

 (1) 収益的収支                          ［単位：円(税抜)，％］ 

 
   

      
  ア 収益的収入内訳                       ［単位：円(税抜)，％］ 

 
  【主な増減】 
 

(ｱ) 医業収益は，入院収益が１億 4,079万円増加し３億 7,139万円に,外来収益は 51万円増加し 

１億 6,819万円になりました。 
 
   (ｲ) 医業外収益は，他会計補助金として，広島県新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業補

助金の病床確保料等を受けたことなどにより，2,541 万円増の２億 1,277 万円になりました。

なお，その他医業外収益が 154万円増加したのは，入院患者が購入するテレビカードなどの収

益によるものです。 

平成30年度 令和元年度

収益的収入 652,100,397 633,098,901 △ 19,001,496 ▲ 2.9%

収益的支出 683,425,013 686,018,204 2,593,191 ＋ 0.4%

収　　支 △ 31,324,616 △ 52,919,303 △ 21,594,687

区　　　分
比較

前年度比① ② 増減(②－①)
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平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

収益的収支の推移（過去５年間）（千円）

収益的支出

収益的収入

収支 △52,919収支△31,325収支 △31,007

収支 △38,637

収支 +32
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  イ 収益的支出内訳                       ［単位：円(税抜)，％］  

 
 

  【主な増減】 
 

(ｱ) 給与費は，人事院勧告に準じた給与の改定がありましたので，前年度に比べ 2,618万円増の 

５億 2,941万円になりました。 
 

(ｲ) 材料費は，診療材料費の増などにより，前年度に比べ 683万円増の 4,402万円になりました。 
 

(ｳ) 減価償却費は，機器整備の抑制により，前年度に比べ 102万円減の 3,667万円になりました。 

 

 

 (2) 資本的収支                          ［単位：円(税込)，％］ 

 
          



- 4 - 

 

  ア 資本的収入内訳                       ［単位：円(税込)，％］  

 
 

  【主な増減】 
 
   (ｱ) 企業債は,建設改良費の増加による借入増により,前年度に比べ 30 万円増の 140 万円になり

ました。 
 

(ｲ) 出資金は，建設改良費と企業債償還金の増により,前年度に比べ 47万円増の 971万円になり 

ました。 

 

 

 

  イ 資本的支出内訳                       ［単位：円(税込)，％］ 

 
 

  【主な増減】 
 

   (ｱ) 建設改良費は, 医療機器整備のための支出増により,前年度に比べ 91万円増の 320万円にな

りました。 
 

(ｲ)企業債償還金は，32万円増の 1,529万円になりました。 

 

 

 

 (3) 企業債                                 ［単位：円］  

 
 

 企業債残高は，前年度に比べ 1,389万円減の 4,141万円になりました。 
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 (4) 一般会計繰入金                              ［単位：円］   

 
 【主な増減】 
 

(ｱ)  収益的収入は，新たにリハビリテーション医療に係る補助金が繰出しされたことなどにより，

前年度に比べ 634万円増の２億 1,871万円になりました。 
 

(ｲ)  資本的収入は，建設改良費と企業債償還金の増により，前年度に比べ 47万円増の 971万円に 

なりました。 

 

 

 
 (5) 欠損金処理計算書 

    

   令和４年度繰越欠損金４億 8,733 万円に，令和５年度純利益 6,206 万円を充当処理したものが，

令和５年度繰越欠損金４億 2,527万円になります。 


